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1. はじめに 

大学でデザインを専攻していた私にとって、地質調査

業界は全く未知の世界であった。入社当初は周りで交わ

される専門用語がわからず、報告書の内容は理解するど

ころか、頭に入ってこなかった。説明されればわかるも

のの、それにも限界がある。 

地質調査の知識がほとんどない人間にとって、既存の

打合せ資料や報告書などは、読むのに時間がかかるうえ

に、非常にわかりにくい。特に図面に関しては、伝えた

いことが前もって簡潔に表現できれば、もっと効率よく

理解できるのではないかと感じた。 

丁寧に説明されればわかるのに、理解を難しくさせる

のは、資料そのものの見づらさが一因ではないかと考え

た。既存の報告書や資料は、すでにその知識をもってい

るものとして話が進められることがほとんどである。挿

入される図も線的でとっつきにくい印象を受けてしま

う。また、図面は情報が多く煩雑である。 

そこでデザインの考え方を使って、“見やすく・わかり

やすい”説明用資料の作成に取り組んでみた。 

 

2. 人に伝える技術とは 

そもそもコンサルタント業とは、専門とする業務にお

いて相談を受け、アドバイスを提供するものであり、自

分の言いたいことを他者に理解してもらう必要がある。

ところが、既存の資料等は、理解を助けるという役割を

果たしていないばかりか、見る人に混乱を与えてしまう

こともある。 

ここで、デザインの考え方を持ち出してみたい。デザ

インの考え方では、人に伝える方法を考える際、 

①誰に(対象)  

②何のために(目的)  

③どういう見せ方(成果品) 

という流れを考えてから、作成に入ることが多い。 

これに沿って言えば、既存の資料等は 

①地質調査を専門に学んだ人たちが 

②調査内容や目的を記録・共有するために 

③主に紙で作られた資料 

となる。 

しかし、発注者の誰しもが地質の専門的な知識を持っ

ているとは限らない。一般の人ならば、なおのこと理解

が難しくなる。そこで、今回は 

①地質調査業務に対する知識がほとんどない人が 

②調査の内容や目的を理解するために 

③補助となる紙やメディア資料 

の作成を目的とした。 

以下に紹介する作成資料は成果品としてではなく、あ

くまで説明用であり、言いたいことを伝える手段のひと

つとして位置付けるものである。 

 

3. 設計担当者への検証と結果 
(1) 検証 

デザインの考え方を基に、既存の図面を変更してみた。 

図-1の既存の図面は、橋梁予定地に地すべり地形があ

るという想定で過去のデータを改変したものである。 

既存縦断面図には地すべりに対してと、橋梁の設計に

対してのボーリング調査結果が混在し、見にくい(A-1)。 

また、平面図に関しては赤や黄色の線が多用されてお

り、同様に見づらい(B-1)。 
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図-1 既存の図面 

 

この図を、地すべり地形があるので注意すべきである

ことを設計担当者に伝えるために、地すべりに対して強

調を行った(図—2)。 
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図-2 変更後の図面 
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主な変更点は以下の通りである。 

・線を面として塗りつぶし、色調および透明度を変更 

・不要情報の削除 

なお、情報の要否の選定は地質調査担当者に確認した。 

 

(2) 検証の結果 

地質調査業務に不詳である設計担当者に、図-1と図-2

のふたつを並べて説明した。その際、設計担当者がより

見ていたのは、図-2のほうであった。 

図面が煩雑化するのは、建設 CALS の規則の影響もあ

ると思われる。設計担当者にとっての必要な情報を強調

することで、伝わりやすさが大幅にアップしたといえる。 

 

4. 地元住民への検証と結果 
(1) 検証 

地元住民に工事内容を説明する際には、施工後のイメ

ージや周辺地域への影響を説明することが重要である。

これらは、図面や文章だけでは伝わりにくい。そこで、 

専門的でわかりにくい→経験則で理解できる 

読むのに時間がかかる→ぱっと見てイメージしやすい 

となるよう、以下の方法を検討した。 

 

①映像(図-3) 

簡易的なアニメーションを自作し、複雑な地質の成り

立ちを3分程度の映像で説明した。作成の際には専門用語

を言い換える等、わかりやすさを最優先にした。 

 

図-3 映像の例 

 

 

 

 

 

 

②３D模型(図-4) 

レーザースキャンした地形をモデリングし、３D プリ

ンタで出力した。その後塗装等を施し、模型を作成した。 

 

図-4 3D 模型の例 

 

(2) 検証の結果 

地元住民への説明会に映像資料を用いたところ、短時

間でコミュニケーションが図れた。口頭での説明が難し

く、ほとんど興味を持たれなかった内容を聞いてもらえ、

理解を得られた。 

また、映像を用いることで時間的な流れが明確になっ

た。地中という目に見えにくい世界を理解してもらうの

にも有効であったようである。 

3D 模型は、橋梁完成後の景観や、地形の変化をイメー

ジさせる効果があったといえる。 

 

以上の検証から、デザインの考え方を取り入れること

で、業務のスムーズな進行とわかりやすさのアップにつ

なげることができた。 

 

5. おわりに 

相手に伝える見せ方は、どのような業界においても必

要である。デザインといってしまうと大げさに感じるが、

実際は全く難しいことではない。伝えたいことを明確化

し、どうしたいかを実現することだと捉える。見せ方を

工夫することで、相手の理解はぐんと得やすくなるので

はないだろうか。業務を他者に分かってもらうことで、

より円滑に業務を進めることができるとも考える。 

一方で、表現する方法が多くあっても、「何を」がない

と表現することは難しい。一年の取り組みを通して、社

員が何を伝えたいのかを引き出すことが最も重要である

と感じた。 

今後は、専門知識を深めつつ、それをどのように伝え

ていくかを考えていきたい。 
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